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三重県の地勢  
日本列島のほぼ中央、中部圏・近畿圏の結節点に位置
し、生活や文化、経済など様々な面で双方との関わりし、生活や文化、経済など様々な面で双方との関わり

 •東西約80km、南北約170km
南北 細 県の南北に細長い県土 

•総面積5,777.22k㎡ 
（全国25番目） （全国25番目） 

•人口約186万人 

•増加を続けていた人口は、増 を続 、
現在減少への分岐点を迎え
ている 

•約25年後には 現在より約•約25年後には、現在より約
25万人減少見込み 
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三重県の産業  
（平成20年） 

先端的産業分野の製造施設や研究開
発施設の誘致など、国際競争力の源泉 25.5% 

となる産業の集積をはかり、知識集約型
産業構造へ 

20.1% 

リーディング産業の集積（業種別市町分布図） 10.4% 

国内有数の石油化学コンビナートを有し、
半導体、液晶、自動車関連産業などが集
積積

製造品出荷額等は全国９位（平成20年） 

平成21年の工場用地取得(1 000㎡以上)平成21年の工場用地取得(1,000㎡以上) 

 ・件数 33件 (全国7位) 

面積 84ｈ (全国1位)・面積 84ｈａ (全国1位)
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三重県の観光  
平成２１年観光レクリエーション入込客数推計 

人Ｈ１７ ３１，４８６千人 → Ｈ２１ ３３，６９８千人

伊賀地域 ３，３７４千人（実数） 
（主な観光地点 延数）

北勢地域 １３，５１１千人（実数）
（主な観光地点、延数） 

 ・伊賀上野城 106千人 
 ・伊賀流忍者博物館 203千人 
 ・モクモク手づくりファーム 393千人 

・赤目四十八滝 177千人

北勢地域 １３，５１１千人（実数）

（主な観光地点、延数） 
 ・ナガシマリゾート 5,825千人 
 ・鈴鹿サーキット 1,980千人 
 ・関宿（道の駅「関宿」）   75千人  赤目四十八滝 177千人

・湯の山温泉 1,135千人

伊勢志摩地域 ９，２７８千人（実数） 
（主な観光地点 延数）

中南勢地域 ５，９０１千人（実数） 
（主な観光地点、延数）

（主な観光地点、延数）

 ・伊勢神宮（内宮・外宮） 7,986千人 
 ・鳥羽水族館   936千人 
 ・ミキモト真珠島  206千人 

・志摩スペイン村 1 576千人

（主な観光地点、延数） 
 ・榊原温泉    286千人 
 ・松阪公園（御城番屋敷等）   70千人 
 ・松阪農業公園ﾍﾞﾙﾌｧｰﾑ   628千人 
 ・五桂池ふるさと村   322千人 

志摩スペイン村 1,576千人

東紀州地域 １，６３４千人（実数） 
（主な観光地点、延数） 

※数値は、全国観光統計基準に基づき、年間で５
 ・熊野古道伊勢路     201千人
 ・県立熊野古道センター      109千人 
 ・鬼ヶ城       287千人 
 ・道の駅「紀伊長島マンボウ」 1,023千人 

※数値は、全国観光統計基準に基づき、年間で５
万人以上又は特定の月で５千人以上の入込の
ある観光地点の年間入込客数を集計したもの 

※三重県では、平成１７年より同基準を採用 
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三重県の交通網  
ＪＲ、近畿日本鉄道等の鉄道網 

新名神自動車道、東名阪自動
車道、伊勢自動車道、名阪国道
など高速道路 幹線国道が充実など高速道路、幹線国道が充実

 
リニア中央新幹線の停車駅設リ ア中央新幹線の停車駅設
置と交通網の連携により、大幅
なアクセス時間の短縮 

例 東京から三重県を代表する
観光地の伊勢市まで 

３時間３０分程度   ３時間３０分程度

  

時間 分程度   １時間４０分程度
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三重県の意見１  
新たな国土の大動脈 

大交流都市圏の誕生による経済の発展

東海道新幹線のリダンダンシーの確保東海道新幹線のリダンダンシ の確保

国家的なプロジェクトとしての実現は、高速鉄道や
製造業などの国際競争力の向上に寄与

リニア中央新幹線計画に賛成、早期実現を！ 
 

•大阪までの全線整備の時期の前倒し 

•整備計画の早期決定 
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三重県の意見２  

三重県への駅設置に伴う費用負担三重県への駅設置に伴う費用負担

リニア中央新幹線は、国家的なプロジェクトである 

ターミナル駅の所在する都府県は、全額ＪＲ東海の負担で
建設され、公平性を欠く

駅の設置費用は、本来は事業主体が負担すべき 

沿線地域の住民が納得できるよう、地元負担によ
らない駅の設置について、ＪＲ東海と国が協議をらない駅の設置について、ＪＲ東海と国が協議を 
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三重県の意見３  
リニア中央新幹線の目的 全国新幹線鉄道整備法では 
 「国民経済の発展及び国民生活領域の拡大並びに地域の振興に資する」 

首都圏との移動時間が大幅に短縮 

中部圏と近畿圏の結節点として果た

2008年～2009年工業用地平均価格 
 

中部圏と近畿圏の結節点として果た
す役割の重要性が高まる 

地価が安いことによる企業の進出地価が安いことによる企業の進出

交流の拡大による観光客の増加 

協議や決定のスケジュ ルの明示経済の活性化

ト 駅位置 ダイヤや在来線など

協議や決定のスケジュールの明示 
十分な協議の機会の確保 

経済の活性化

ルート、駅位置、ダイヤや在来線などの 
交通網との連携が重要な要素 
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三重県の取組  
リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会 
昭和５３年設立昭和５３年設立

会員 １５団体  賛助会員１４７団体 

早期実現と県内停車駅の設置を要望 

広報啓発活動広報啓発活動

今後の取り組み 

経済効果などを調査し、効果的なまちづくりを検討 

在来線など、他の交通網の効果的な活用に 
向けた取り組み
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